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8月の展望
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　日本株市場は7月に入ってから、やや持ち直し
の基調になった。米利上げ幅の拡大や景気減速の
懸念を一旦織り込んだ可能性がある。参議院選挙
を通過した国内政治の安定感を再認識したほか、
円安基調も好感したと思われる。
　ただ、米金融政策はインフレ次第の状況に変わ
りはない。欧米でインフレ抑制に向けた金融引き
締めが加速する中、今後の株式市場では、国内外
の景気動向が焦点になる場面が増えると予想され
る。業績が景気の影響を受けにくいディフェンシ
ブ色の強い業種(情報･通信、医薬、電気･ガス等)
へと、物色の変化は続くと考える。
　一方、脱炭素関連にも注目したい。政府は
2030年までに、脱炭素関連投資が約150兆円と
の見通しを発表している。日本経済新聞社の｢設
備投資動向調査｣(6/21発表)によると、主要企
業の2022年度設備投資計画は前年比25％増で
1973年以来の高い伸びになった。今後、脱炭素
関連の設備投資の増加が期待される。

(7/26 田部井)

国内外の景気動向が焦点になる場面が増加

7月の銘柄・業種別騰落率（6/30→7/25）ディフェンシブ色の強い銘柄や脱炭素関連



銘柄
スクリーニング
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◇原材料高が続く中、第1四半期の経常利益が年間計画に対して25％以上進捗の銘柄。
（選択条件）
・2月本決算の東証プライム市場上場銘柄。
・23.2期の売上高、経常利益の会社計画が前期よりも伸長(黒字転換含む)。
・23.2期第1四半期(3-5月期)における経常利益の進捗率が、原材料高が続いている中でも通期(年間)計画に対して25％
(1/4)以上(業績に対する季節要因や上期偏重などの要因は考慮せず)。
・時価総額100億円以上の銘柄から選択。

（データは7月26日現在）

経常利益の進捗が良好な銘柄
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　外食店内には飲食客が戻り、大手チェーン店(※)
の6月の既存店売上高は2カ月連続で前年同月(＝
100)を上回った(図表①)。とくに、すかいらー
く(3197)やサイゼリヤ(7581)など家族で食事
ができるファミレス形態の回復が際立つ。

　宝飾品や時計などの高級品が好調に推移し、大
手百貨店の月次動向は前年超え(図表③)。5月は
催事効果や円安による輸入品値上げ前の駆け込み
需要が月次売上高を押し上げた。

　足元では感染が再拡大している。また為替相場
が歴史的な円安水準にあるほか、欧米では物価高
も進む。相対的に割高となる海外旅行への需要回
復が遅れることが想定され、国内での買い物需要
は続く可能性がある。 (7/22 北原)

　中小型の食品スーパー(※)は行動制限解除で内
食需要が低下し、既存店売上高は前年比マイナス
が続く(図表②)。仕入価格が上昇している中で
も値上げを抑制している企業もあり、利益を拡大
させるためのハードルが高くなりつつある。

　吉野家(9861)は昨年10月末の価格改定など
の効果で、昨年11月以降の既存店売上高は前年
超えが続く。デリバリーに対応した店舗を増やし
た効果も出ているようだ。このように外食店は中
食需要にも対応しており、コロナ禍からの回復に
向けた体制を既に構築している。原材料高は懸念
されるが、値上げしたチェーン店はむしろ売上高
や客単価上昇への期待が高まろう。
(※1)単独業態で国内1,000店舗以上出店。
(※2)すかいらーくは国内約3,000店舗の既存店のうち、
　　  ｢ガスト｣が1,323店舗を占める。

外食店は回復傾向

大手百貨店は高級品の販売好調続く

行動制限解除で食品スーパーは前年割れ

月次売上高からみる小売業界動向
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出遅れグロース株を物色
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8月の
スケジュール
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ジャクソンホール会議の要人発言に注目


